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2016年10月27日
同志社大学　赤ちゃん学研究センター
2016年度　「計画共同研究」　公募要領
１．公募の目的・趣旨
ヒトの始まりから生涯にわたる「“こころとからだ”の発生・発達メカニズムの解明」をめざす「赤ちゃん学研究センター」は、2016 年度から 2021 年度まで文部科学大臣により共同利用・共同研究拠点の認定を受け、「特色ある共同研究拠点の整備の推進事業」を実施します。

本「計画共同研究」では、関連研究者の要請に基づいて設定した下記分野を対象に、公募により課題を募集します。採択課題は、赤ちゃん学の拠点形成に係る重点課題として、経費を支援し、本センターの研究員とともに共同研究を実施していただくことになります。
２．公募課題及び採択件数
　１）発生学分野

【キーワード】産科学、発生・発達・再生神経科学、神経発生・分化、神経再生・可塑性、脳発達障害・代謝性疾患、発生遺伝、など
例１）発達障害における栄養などの胎内環境要因

例２）発達障害における遺伝学的なリスク要因

　２）統計／解析学分野

【キーワード】データサイエンス、調査・実験計画、多変量解析、時系列解析、統計的パターン認識、医薬生物・ゲノム統計解析など

例１）脳内リズム形成
例２）自律神経系リズム・運動のパターン形成
　３）心理学分野

【キーワード】感覚、認知、意識、注意、記憶、感情、発達、学習、生理、心理アセスメント、親子関係、発達障害、など
例１）感覚・知覚・認知の発達
例２）社会性の認知

　４）教育学／政策学分野

【キーワード】幼児教育・保育、家庭教育、社会福祉教育、特別支援教育、教育政策、社会政策・社会福祉、経済政策、など
例１）保育実践政策

例２）保育現場における環境
など
　５）看護学分野

【キーワード】小児看護学、家族間語学、地域看護学、学校看護、公衆衛生看護学、母性・女性看護学、助産学、周手術期看護学など
例１）産前ストレス
例２）親特有のリスク認知

など
　６）倫理学
【キーワード】医療技術倫理、情報倫理、研究倫理、社会倫理、学校倫理、差別・排除、ジェンダー、など

例１）個人情報保護にかかわる倫理と研究倫理

例２）研究参加における親の代諾・親子間の倫理

など

　上記6分野から最大6件を採択いたします。
３．「計画共同研究」に供する設備等
（１）データベース／データ
　【こころの発生・発達データベース】

　　・乳幼児の視聴覚認知発達データ（視聴覚認知、170名分）

　　・人見知りの発達と遺伝子（800名分）

　　・対面時の心拍データ（60名分）

　【からだの発生・発達データベース】

　　・子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル・データ、約10万名分）

（２）実験設備
　・行動観察室（約15 m2 × 2）

　・視線計測装置（据え置きタイプ：Tobii社製 X120）

　・視線計測装置（持ち運びタイプ：Tobii社製 X3）

　・脳波計測装置（64ch.:Electrical Geodesics, Inc）

　・ポリグラフ（TEAC社製: Polimate）

　・ワイヤレス心電計（Union tool社製：MyBeat）
データベース／データ、実験設備の詳細な機能等については、９．申請者及び申請方法に記載の赤ちゃん学研究センターにお問合せください。
４．被験者のリクルート
　　赤ちゃん学研究センターの実験室にて行う研究の場合、被験者（乳幼児・成人）のリクルートはセンターで行います。
５．応募資格
大学及び大学共同利用機関、研究所等に所属する研究者（大学院生含む）、もしくは育児・保育現場に携わる者。
６．「計画共同研究」期間

2016年12月15日〜2018年3月31日（1年4ヵ月間）
７．研究費
（１）支給額は年間40万円（上限）とします。
（２）研究費の使途は原則として以下の費目とします。
　　■消耗品費　　　■通信運搬費　　■印刷製本費
　　■旅費（外国旅費、海外からの招へい旅費を除く）
　　■諸謝金　　　　■会議開催費(施設設備賃借料)
（３）研究費は、研究代表者、研究分担者には配分せず、赤ちゃん学研究センター事務局において、予算執行、予算・執行管理、消耗品等の購入管理等の経理処理を一括して行います。
８．成果報告
2018年3月末日までに「計画共同研究」成果報告書を提出して頂きます。
９．申請方法
「2016年度　同志社大学赤ちゃん学研究センター　計画共同研究　申請書」を用いて、2016年11月25日（金）までに下記宛に郵送してください（必着）。
封筒には「赤ちゃん学研究センター「計画共同研究」申請書在中」と朱書きしてください。

また、メールでも申請書を送信ください。
【郵送先】
〒619-0225　京都府木津川市木津川台４−１−１
同志社大学 赤ちゃん学研究センター
（電話）0774-65-6066　担当：小西行郎、加藤正晴、松田佳尚

【メール送信先】 
center@akachan.doshisha.ac.jp
10．注意事項
お送りいただいた申請書は返却いたしません。個人情報については審査に関わる目的以外には使用しません。
11．選考基準
以下の選考基準に基づき、同志社大学赤ちゃん学研究センター共同利用・共同研究審査委員会で審査・選考の上、同センター共同利用・共同研究運営委員会において最終決定します。
（１）赤ちゃん学研究センターが期待する研究テーマとの関連性を有するもの。
（２）期間内に、成果が挙げられる可能性を有するもの。
（３）赤ちゃん学の深化、発展に資する可能性を有するもの。
（４）研究の国際的発信に関する可能性を有するもの。
12. 応募から採択決定までの日程
■　10月17日（月）～　11月25日（金） 応募期間（必着）
■　11月29日（火）～　審査期間
■　12月15日（木）　　採択通知
13．研究倫理
　　赤ちゃん等、人を対象とする研究課題については、採択後、同志社大学「人を対象とする研究」に関する倫理審査委員会による研究計画等の審査を経た後、開始することになります。

以　上
2016年度
同志社大学赤ちゃん学研究センター「計画共同研究」申請書
申請日　　　　　年　　月　　日
同志社大学 赤ちゃん学研究センター
　センター長　小西 行郎　様
研究代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
職　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　
勤務先住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
下記により同志社大学赤ちゃん学研究センターにおいて
共同研究を行いたいので申請します。
記
【研究課題名】
【研究分野】（対象分野を選択）
１．発生学分野　　２．統計／解析学分野　　３．心理学分野
４．教育学／政策学分野　　５．看護学分野　　６．倫理学分野
【研究組織】（氏名・所属機関部局等・職名・役割分担）
１．（代表者）
２．（分担）
３．（分担）
以上

1.研究目的
（適宜スペースを変更してください）
2.研究計画・内容
（適宜スペースを変更してください）
3.研究経費申請の内訳
（適宜スペースを変更してください）
旅費交通費（　　　　　　千円）
内訳：
消耗品費（　　　　　　千円）
内訳：
＊その他必要な物があれば適宜記載してください。
4.研究成果の公開予定（学術誌、DP、学会報告など）を、記入してください。
（適宜スペースを変更してください）
5.研究業績（申請者が最近５カ年間に発表した論文、著書、研究発表のうち、本研究に関連する重要なものを選定し、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、記入して下さい。なお、学術誌等へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。）
（適宜スペースを変更してください）
6.その他（審査の参考となる事項等）を記入ください。
（適宜スペースを変更してください）
====

実験で使用する研究機材等がありましたら、記入してください。 研究費とは別枠で相談に応じます。なお、本項は審査の対象にはなりません。
（適宜スペースを変更してください）
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